
はじめに 
　矯正歯科臨床では、種々の矯正装置に、様 な々素材のワイ

ヤーが用いられている。ニッケルチタンワイヤーはマルチブラ

ケットシステムにおいて、超弾性といった特性や、良好なスプ

リングバックから初期のアライメントやレベリングに適している。

しかし、ベンディングを行うことが不可能でトルキングには適

さず、フィニッシングやディテーリングには用いられない。一方、

最も歴史の古いステンレススチールワイヤーやコバルトクロムワ

イヤーは、形態付与性、生体親和性、材料学的安定性、お

よび、適当なstiffnessやresilienceを有し、しかも、安価であ

り、レベリング、空隙閉鎖、フィニッシング・ディテーリングといっ

たマルチブラケット治療におけるいずれのステップにおいても

有用であるものの弾力性が低いことが弱点であった。このよ

うなことから、ステンレススチールワイヤーとニッケルチタンワ

イヤーの弱点を補完する素材として、チタンモリブデンワイヤー

が登場した。このワイヤーは、相応なstiffnessと十分なスプ

リングバックを兼ね備え、加えて、良好な賦形性を有しており、

両者の中間の特性を有するワイヤーとして注目され、初期のレ

ベリングやアライメントを終了し、ステンレススチールワイヤー

にてトルキングを行う前、あるいは、settle downの際にも、

両者の橋渡し役として、その特性を生かした用途に応用され

ている。

　2010年にロッキーマウンテンモリタからリリースされた

GUMMETALは、チタンモリブデンワイヤーと同様にニッケ

ルチタンワイヤーとステンレススチールワイヤーの両者の特性

を併せ持つ材料として発売された。このワイヤーは、超高弾

性限を有しながらも高強度であり、しかも、易形成性で加工

硬化を起こさないという稀な特徴を有した材料である。また、

チタンモリブデンワイヤーと比較しても、非線形弾性挙動を示

しながら、極めて低いヤング率を有し、しかも際立った低摩

擦性であり、非常にユニークなトルクモーメント特性を発揮す

るベンディング可能なワイヤーである。

矯正歯科用ワイヤーと金属アレルギー

　矯正歯科用ワイヤーのみならず、矯正歯科治療には多種多

様な金属を用いた矯正装置が重要な役割を演じている。その

一方で、治療技術の変遷により多様な金属が用いられるよう

になると、特に注意を要するのが金属アレルギーである。金

属アレルギーは材料より溶出した金属イオンがハプテンとなり、

たんぱく質と共有結合することで免疫原性を有することにより

生じるⅣ型アレルギー（遅延性アレルギー）であるため、金属

自身の遅延型アレルギーとしての感作性と、イオンとしての溶

出性を十分に考慮せねばならない。特にイオンとしての溶出

性とは、腐食性の高さを示すものであり、一般にはイオン化

傾向の低い貴金属ほど溶出しにくく、酸化被膜（不働態化被膜）

を形成する能力の高い金属ほど安定している。米山によると

歯科領域で多用される金属についてイオン化傾向の高い順に

並べると以下の通りとなる。

Al>Ti>Nb>Zn>Cr>Fe>In>Co>Ni>Mo>Sn>(H)>Cu>Hg>

Ag>Pd>Pt>Au

　これらのうち、不働態化被膜の形成能を有するものがTi、

Nb、Crであり、生体親和性が高いとされている。一方、パッ

チテストなどのデータからはNi、Cr、Coに金属アレルギーを

発症する確率が高く、別表の如く矯正歯科用ワイヤーと照ら

し合わせてみた場合、アレルギー患者に使用できる金属は自

ずと限られてくる。
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